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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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●議会だより Ｐ４・５

安全・安心のまちづくりに向けて！！
夏季訓練で宇田郷分団がポンプ操法を実演

安全・安心のまちづくりに向けて！！
夏季訓練で宇田郷分団がポンプ操法を実演
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一
般
質
問

　
本
定
例
会
の
一
般
質
問
に

は
、
３
人
の
方
か
ら
次
の
５
項

目
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
町

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ

ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
清
水
教
昭
議
員

○
森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
案
の
具
体
的
な
概
要
と

　
阿
武
町
の
関
わ
り
に
つ
い
て

○
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
に
つ

　
い
て

☆
中
野
祥
太
郎
議
員

○
「
給
油
難
民
」
解
消
、
及
び

　
道
の
駅
活
性
化
の
た
め
の
ガ

　
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
設
置
に

　
つ
い
て

☆
西
村
良
子
議
員

○
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
つ
い

　
て

○
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練
に
つ

　
い
て

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
議
会
だ
よ
り
（
P
４
・

５
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

阿
武
町
暴
力
団
排
除
条
例

　
本
年
４
月
１
日
の
「
山
口
県
暴

力
団
排
除
条
例
」
の
施
行
を
う

け
、
本
町
に
お
い
て
も
反
社
会
集

団
で
あ
る
暴
力
団
の
排
除
に
関
す

る
基
本
的
な
理
念
を
条
例
と
し
て

定
め
る
も
の
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

　
平
成
10
年
か
ら
使
用
を
休
止
し

て
い
た
、
し
尿
焼
却
場
「
阿
武
町

衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
撤
去
に

係
る
施
設
設
置
条
例
の
廃
止
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
）

　
今
回
の
補
正
額
は
、
１
１
４
４

万
７
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

27
億
９
６
４
４
万
７
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

歳
出
で
は
全
体
に
わ
た
り
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
を
計

上
。

　
総
務
費
で
は
、
庁
舎
汚
水
ポ
ン

プ
取
替
工
事
費
１
０
５
万
円
、
指

定
寄
附
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン

ト
等
購
入
費
１
０
０
万
円
を
新
規

計
上
。
町
営
バ
ス
委
託
料
と
し
て

新
型
車
輌
の
導
入
に
よ
る
リ
ー
ス

料
の
計
上
に
よ
り
２
３
２
万
３
０

０
０
円
を
増
額
。

　
民
生
費
で
は
、
要
援
護
者
の
実

態
把
握
等
に
係
る
地
域
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
強
化
事
業
委
託

料
ほ
か
で
３
７
５
万
２
０
０
０
円

を
新
規
計
上
。

　
衛
生
費
で
は
、
８
月
19
日
の
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
に
伴
う
バ
ス
借
り

上
げ
料
15
万
円
を
新
規
計
上
。

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
事
組

合
法
人
「
あ
ぶ
の
郷
」
の
コ
ン
バ

イ
ン
ベ
ー
ラ
ー
導
入
に
係
る
、
や

ま
ぐ
ち
集
落
営
農
生
産
拡
大
事
業

費
補
助
金
５
０
７
万
２
０
０
０
円

の
新
規
計
上
。

　
商
工
費
で
は
、
日
本
海
温
泉
テ

ル
メ
阿
胡
の
耐
震
診
断
業
務
委
託

料
１
５
６
万
５
０
０
０
円
の
新
規

計
上
。

　
土
木
費
で
は
、
町
道
東
方
筒
尾

線
の
支
障
電
柱
の
移
転
補
償
費
１

２
５
万
１
０
０
０
円
を
新
規
計
上
。

　
消
防
費
で
は
、
災
害
時
に
使
用

す
る
た
め
に
各
自
治
会
に
配
置
す

る
担
架
１
３
０
台
、
及
び
避
難
所

に
使
用
す
る
パ
ッ
ク
毛
布
１
０
０

枚
、
そ
の
他
の
購
入
費
２
３
０
万

６
０
０
０
円
の
新
規
計
上
。

　

歳
入
と
し
て

　
県
支
出
金
で
、
地
域
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
強
化
事
業
補
助

金
３
７
５
万
２
０
０
０
円
、
や
ま

ぐ
ち
集
落
営
農
生
産
拡
大
事
業
補

助
金
４
２
２
万
７
０
０
０
円
、
漂

流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策
重
点
地
域
一

掃
事
業
委
託
金
１
８
０
万
３
０
０

０
円
を
新
規
計
上
。

　
寄
附
金
で
は
、
指
定
寄
附
金
１

０
０
万
円
の
新
規
計
上
。

　
繰
越
金
で
は
、
今
回
の
補
正
に

係
る
財
源
調
整
と
し
て
１
８
３
１

万
円
の
減
額
計
上
。

　
諸
収
入
で
は
、
地
域
防
災
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
交
付
金
２
０

０
万
円
の
新
規
計
上
。

　
町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
町
営
バ

ス
の
運
行
委
託
料
ほ
か
で
１
８
４

０
万
円
の
増
額
計
上
。

　
平
成
23
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
14
日
か
ら
17
日
ま

で
の
会
期
４
日
間
開
か
れ
、
提
出
議
案
７
件
、
そ
し
て
全
員
協

議
会
で
の
報
告
５
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

災害時に備え、担架130台を
　　　　　　　　町内自治会等に配置！！
要援護者を把握する
　見守りネットワークシステムを整備！！

災害時に備え、担架130台を
　　　　　　　　町内自治会等に配置！！
要援護者を把握する
　見守りネットワークシステムを整備！！

自治会に配置される担架

避難所に配置される毛布
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４
つ
の
特
別
会
計
を
補
正
　

■
平
成
23
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　
人
件
費
等
の
調
整
で
４
３
０
万

６
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。

■
平
成
23
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　
人
件
費
等
の
調
整
で
26
万
４
０

０
０
円
の
減
額
で
す
。

■
平
成
23
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）

　
人
件
費
等
の
調
整
で
５
万
３
０

０
０
円
の
増
額
で
す
。

■
平
成
23
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）

　
片
水
道
親
メ
ー
タ
ー
取
替
工
事

費
42
万
円
の
増
額
で
す
。

■
平
成
22
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　
３
月
議
会
定
例
会
で
議
決
を
さ

れ
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に
よ

り
、
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

寄
贈
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て

　
６
月
１
日
に
、
阿
武
小
学
校
校

舎
竣
工
記
念
事
業
実
行
委
員
会
か

ら
、
阿
武
小
学
校
に
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
の
寄
贈
を
受
け
た
こ

と
の
報
告
で
す
。

寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て

　
６
月
６
日
に
、
宇
田
郷
出
身
の

故
西
村
博
行
さ
ん
の
ご
遺
志
を
う

け
、
ご
遺
族
の
村
山 

由
さ
ん
か

ら
１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
よ
る
ご
報
告
で
す
。

㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
次
の

10
件
の
概
要
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負

業
者
名
）

◆
平
成
22
年
度
　
八
幡
橋
橋
梁
補

修
調
査
設
計
業
務
委
託

（
６
７
３
万
６
８
０
０
円
・
サ
ン

ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

◆
平
成
22
年
度
　
八
幡
橋
橋
梁
補

修
工
事

（
１
１
６
５
万
５
０
０
０
円
・
小

田
建
設
㈱
）

◆
平
成
23
年
度
　
宇
田
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
工
事

（
４
４
１
万
円
・
小
田
産
業
㈱
）

◆
平
成
23
年
度
　
阿
武
町
立
奈
古

小
学
校
校
舎
解
体
工
事

（
４
７
８
８
万
円
・
小
田
建
設

㈱
）

◆
平
成
23
年
度
　
旧
阿
武
町
給
食

セ
ン
タ
ー
等
解
体
工
事

（
５
３
５
万
５
０
０
０
円
・
小
田

産
業
㈱
）

◆
平
成
23
年
度
　
阿
武
町
立
阿
武

小
学
校
屋
外
整
備
工
事

（
２
９
４
０
万
円
・
阿
武
建
設

㈱
）

◆
平
成
23
年
度
「
戸
籍
総
合
シ
ス

テ
ム
・
ブ
ッ
ク
レ
ス
」
導
入
業
務

委
託

（
２
６
７
７
万
５
０
０
０
円
・
富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ

ス
㈱
）

◆
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
度
繰

越
）
庁
舎
改
修
に
伴
う
サ
ー
バ
ー

シ
ス
テ
ム
及
び
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
設
備
移
行
工
事

（
１
６
２
６
万
４
５
０
０
円
・
㈱

タ
ケ
シ
タ
）

◆
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
度
繰

越
）
庁
舎
改
修
に
伴
う
山
口
県
防

災
無
線
設
備
移
設
工
事

（
６
３
０
万
円
・
日
本
電
気
㈱
）

◆
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
度
繰

越
）
阿
武
町
役
場
庁
舎
耐
震
補
強

改
修
工
事
監
理
業
務
委
託

（
４
８
３
万
円
・
㈲
堀
設
計
事
務

所
）

一般会計1,144万円を増額
予算総額は27億9,644万円

平成２３年第４回議会定例会   ６月１４日～１７日

一般会計1,144万円を増額
予算総額は27億9,644万円

補修工事が進む八幡橋（奈古）

整備が進む宇田ふれあいグラウンド解体が進む旧奈古小学校
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問 

今
年
で
７
回
目
と
な
る

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に

つ
い
て
、
町
民
の
声
を
真
摯

に
受
け
と
め
、
施
策
に
反
映

す
る
た
め
、
①
開
催
時
期
、

②
会
の
持
ち
方
、
③
町
民
参

加
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
見

直
し
等
が
で
き
な
い
か
。
　

町
長 

①
時
期
は
、
こ
れ
ま

で
に
出
さ
れ
た
意
見
等
を
受

け
て
年
度
当
初
に
施
策
の

概
要
や
、
町
の
方
向
性
を
示

し
、
説
明
す
る
事
が
重
要
な

の
で
、
従
来
通
り
４
月
か
５

月
と
考
え
て
い
る
。
②
会
の

持
ち
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
意
見
交
換

の
ス
タ
イ
ル
で
当
面
は
考
え

て
い
る
。
③
町
民
へ
の
参
加

の
呼
び
か
け
は
、
な
る
べ
く

多
く
の
町
民
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
く
よ
う
、
呼
び
か
け

方
法
は
工
夫
し
た
い
。

問 
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
こ
れ
を
機
会
に

３
地
区
同
日
、
同
時
に
災
害

を
想
定
し
た
実
践
に
即
し
た

防
災
訓
練
が
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
避
難
場
所
の
「
表
示

板
」の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

町
長 

今
年
は
奈
古
地
区
で

実
施
の
予
定
だ
が
、
３
地
区

同
日
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

対
応
す
る
職
員
や
消
防
団
等

の
動
員
人
数
が
た
り
な
い
。

他
地
域
に
つ
い
て
は
参
加
を

呼
び
か
け
た
い
。
避
難
場
所

問

問
　
町
の
基
幹
産
業
の
中
で

林
業
の
法
律
を
な
す
、
森
林

法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
こ
の

法
改
正
か
ら
発
生
を
す
る
、

阿
武
町
の
関
わ
り
に
は
、
何

が
あ
る
か
。

町
長
　
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
、
町
に
直
接
関
わ
る
事
項

は
、
大
き
く
２
つ
あ
る
。

　
①
届
出
を
せ
ず
に
立
木
を

伐
採
し
た
者
が
、
伐
採
後
の

造
林
を
し
て
お
ら
ず
、
地
滑

り
を
引
き
起
こ

す
な
ど
、
災
害

を
発
生
さ
せ
る

恐
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と

き
は
、新
た
に
、

伐
採
後
の
造
林

を
す
べ
き
旨
を

一
般
質
問  

第
4
回
定
例
会  

6
月
14
日

Q
　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
に

　
　
関
わ
る
森
林
法
の
改
正
内
容
は

Q
　
町
民
の
声
を
生
か
す

　
　
　
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に

Ａ
　
町
民
参
画
を
め
ざ
し
、
町
の

　
　
方
向
性
と
施
策
の
説
明
を
重
視

Q
　
行
政
と
自
治
会
が
連
携
し
、
実

　
　
践
に
即
し
た
総
合
防
災
訓
練
を

Ａ
　
避
難
場
所
の
「
表
示
板
」

　
　
　
　
　
設
置
は
前
向
き
に
検
討

Ａ
　
立
木
の
伐
採
後
の
地
滑
り
対
策

　
　
と
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

清水教昭  議員

町
長

町
長

問

西村良子  議員

Ｑ
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
の
活
用
は

まちづくり懇談会

地域での防災訓練

町
長
が
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
②
現
行
制
度
上
で
作
成
さ

れ
た
、
森
林
施
業
計
画
の
見

直
し
。

　
森
林
所
有
者
の
ほ
か
、
そ

の
委
託
を
受
け
て
長
期
か
つ

継
続
的
に
森
林
経
営
を
行
う

者
、
具
体
的
に
は
森
林
組
合

・
県
農
林
振
興
公
社
等
が
、

集
約
化
を
前
提
と
し
た
、
路

網
の
整
備
等
を
含
め
た
「
森

林
経
営
計
画
」
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
る
。

問
　
厚
生
労
働
省
が
推
進
す

る
「
妊
産
婦
に
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
」
の
具
体
的
な
導

入
計
画
に
つ
い
て
。

町
長
　
妊
娠
・
出
産
に
関
す

る
安
全
性
と
快
適
さ
の
確
保

を
挙
げ
て
、
妊
婦
の
届
け
時

に
、
母
子
健
康
手
帳
等
と
一

緒
に
、
シ
ー
ル
型
の
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
マ
ー
ク
を
配
布
し
て

い
る
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
妊
産
婦
自

身
が
つ
け
る
以
外
に
も
、
広

く
住
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
に
よ
る
普
及

啓
発
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
妊
産
婦
の
方
に
は

ス
ト
ラ
ッ
プ
型
の
利
用
し
や

す
い
タ
イ
プ
も
配
付
し
、
妊

産
婦
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
。

森林の杉木立マタニティーマーク

町
長

問 Ａ
　
妊
産
婦
と
住
民
に
普
及
啓
発
を
推
進

の
「
表
示
板
」
設
置
は
前
向

に
検
討
し
て
い
く
。 

問
　
保
育
園
、
小
中
学
校
で

実
施
し
て
い
る
防
災
訓
練
に

つ
い
て
。

教
育
長 

各
校
と
も
災
害
や

事
故
に
対
す
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
学
期

１
回
、
年
３
回
の
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
は
津
波
に
よ
る
被
害

が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

沿
岸
部
で
標
高
の
低
い
場
所

に
位
置
す
る
阿
武
小
中
学
校

で
は
、
今
後
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
も
計
画
し
て
い

る
。
災
害
や
事
故
が
発
生
し

た
時
、
即
、
無
意
識
に
安
全

な
行
動
が
で
き
る
よ
う
繰
り

返
し
、
訓
練
を
重
ね
た
い
。

問

問

町
長

教
育
長



5

現地踏査

問
　
奈
古
地
区
・
宇
田
郷
地

区
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が

な
く
、
町
民
は
給
油
が
不
便

で
あ
る
。
道
の
駅
に
町
が
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し

て
、民
間
に
運
営
さ
せ
て
は
。

答
　
　
不
況
に
よ
る
節
約
志

向
や
エ
コ
カ
ー
の
普
及
に
加

え
て
、
消
防
法
の
改
正
に
よ

り
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営

者
が
地
下
タ
ン
ク
の
補
強
や

交
換
に
迫
ら
れ
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
過
疎
地
が
全
国
的

に
増
加
。
阿
武
町
の
み
な
ら

ず
全
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

　
新
規
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
を
設
置
す
る
と
１
億
数
千

万
円
の
初
期
投
資
が
必
要
と

な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
電

気
自
動
車
な
ど
エ
コ
カ
ー
へ

の
切
り
替
え
の
流
れ
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
全

体
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
い
う
視
点
で
検
討
し
た
い
。

　
基
本
的
に
民
間
が
行
う
業

務
だ
が
、
公
的
支
援
が
な
け

れ
ば
町
民
の
福
利
向
上
が
図

れ
な
い
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
と
い
う
方
法

も
あ
る
が
、
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
も
立
ち
上
げ
た
ば

か
り
で
経
営
そ
の
も
の
に
課

題
を
多
く
抱
え
、
運
営
を
任

せ
る
新
た
な
第
３
セ
ク
タ
ー

も
考
え
に
く
い
状
況
。

　
現
時
点
で
町
が
主
導
し
た

形
で
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
民
間
会
社
進
出
の
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
積
極
的
に

条
件
等
を
協
議
し
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
過
疎
地
の
解
消

に
向
け
た
努
力
を
継
続
し
て

行
い
た
い
。

中野祥太郎  議員

問

阿
武
町
暴
力
団
排
除
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問
　
阿
武
町
内
に
そ
の
よ
う

な
団
体
が
あ
る
か
。

答
　
町
内
に
は
、
そ
う
い
っ

た
団
体
は
な
い
が
、
山
口
県

で
今
年
４
月
か
ら
こ
の
よ
う

な
条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
阿
武
町
で
も
制
定

し
た
。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）
に
つ
い
て

問
　
総
務
一
般
管
理
費
の
調

停
委
託
料
の
説
明
に
つ
い
て
。

答
　
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
を

利
用
し
て
入
居
し
た
方
が
、

そ
の
物
件
の
隠
れ
た
瑕
疵
を

知
ら
さ
れ
ず
斡
旋
さ
れ
た
と
、

阿
武
町
及
び
元
の
所
有
者
に

対
し
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ

た
案
件
で
す
。
本
訴
訟
前
に

調
停
を
行
っ
た
が
、
不
調
に

終
っ
た
。
着
手
金
は
す
で
に

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
今
回

は
弁
護
士
へ
の
日
当
等
実
費

を
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

問
　
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
整
備
事
業
の
ね
ら
い
は
。

答
　
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者

の
二
人
暮
ら
し
、
在
宅
寝
た

き
り
老
人
な
ど
見
守
り
の
必

要
な
方
に
社
協
と
民
生
課
で

「
日
頃
ど
な
た
が
見
守
り
し

て
い
る
か
」
の
調
査
票
を
従

来
の
紙
か
ら
電
子
化
し
、
災

害
時
等
に
、
緊
急
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

問
　
テ
ル
メ
阿
胡
耐
震
診
断

業
務
委
託
料
の
委
託
先
は
。

答
　
今
回
の
診
断
は
、
第
１

段
階
で
、
ど
の
部
分
が
危
な

い
の
か
補
強
箇
所
の
洗
い
出

し
で
、
町
の
委
託
実
績
の
あ

る
業
者
に
依
頼
し
て
い
る
。

実
際
に
耐
震
補
強
を
す
る
場

合
は
、
再
度
複
数
業
者
か
ら

の
見
積
り
を
取
っ
て
対
応
す

る
。
現
在
休
業
中
の
温
泉
施

設
の
補
修
に
係
る
経
費
や
泉

源
・
ボ
イ
ラ
ー
施
設
の
維
持

管
理
等
総
合
的
に
考
え
、
今

後
の
営
業
再
開
に
向
け
て
の

判
断
材
料
に
し
た
い
。

問
　
災
害
対
策
費
で
、
マ
ッ

ト
等
を
災
害
時
に
備
え
る
よ

う
だ
が
、
自
治
会
の
訓
練

等
で
借
り
ら
れ
る
か
。

答
　
担
架
は
、
相
当

数
を
自
治
会
に
配

備
す
る
予
定
だ
が

毛
布
は
真
空
パ

ッ
ク
さ
れ
て
お

り
、
一
度
あ
け
る
と
使
え
な

く
な
る
。
布
団
も
圧
縮
袋
に

入
っ
て
い
る
の
で
訓
練
で
の

貸
し
出
し
は
難
し
い
。
し
た

が
っ
て
こ
れ
ら
は
避
難
所
に

配
備
し
、
実
際
に
訓
練
で
使

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
6
月
14
日
開
催

問問 答問答答

問問 答答

の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
　
屋
根
補
修

美
咲
第
３
分
譲
地

　
　
　
　
の
造
成

野柳地区排水路整備

ふ
れ
あ
い
体
育
館

　
　
　
屋
根
補
修 阿武小学校屋外整備

Q
　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　
　
　
　
過
疎
地
の
問
題
に
つ
い
て

え
る
の
は
担
架
ぐ
ら
い
。

問
　
各
自
治
会
の
集
会
所
に

は
、
配
備
さ
れ
な
い
の
か
。

答
　
布
団
等
の
資
材
を
備
蓄

す
る
避
難
所
と
し
て
は
、
町

民
セ
ン
タ
ー
、
の
う
そ
ん
セ

ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
を
考
え
て
い
る
。
　
　
　

問
　
災
害
被
害
の
箇
所
を
自

力
復
旧
す
る
場
合
、
補
助
は

可
能
か
。

答
　
今
回
の
補
正
予
算
の
例

問答問答

は
、
昨
年
の
水
害
被
害
の
場

所
で
、
地
元
が
復
旧
を
急
い

で
お
ら
れ
、
自
力
で
復
旧
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た

た
め
一
般
に
町
が
負
担
す

る
、
４
分
の
１
の
補
助
で
復

旧
作
業
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
前
か
ら
の
未
着
手
事
業
も

予
算
が
付
き
に
く
い
が
、
順

次
着
手
し
て
い
る
。
補
助
事

業
で
工
事
さ
れ
た
方
が
、
将

来
的
に
も
安
全
で
あ
ろ
う
。

Ａ
　
解
消
に
向
け
た
努
力
を
継
続

か
　
　
し

　
現
地
踏
査
は
、
野
柳
地
区
排
水
路
整
備
工
事
、

阿
武
小
学
校
屋
外
整
備
工
事
、
美
咲
第
３
分
譲
地

造
成
工
事
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
屋
根
補
修
工

事
、
ふ
れ
あ
い
体
育
館
屋
根
補
修
工
事
な
ど
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
長
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平
素
か
ら
自
衛
官
募
集

相
談
員
と
し
て
国
防
の
重
要
性
を
認
識
し
、
自
衛
官
募
集

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、白
石
益
雄
さ
ん（
84

歳
・
宇
田
中
央
）に
６
月
17
日
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

長
　
澄
川
浩
一
等
空
佐
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

白
石
さ
ん
は
平
成
７
年
か
ら
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て

活
動
さ
れ
、
長
北
地
区
自
衛
官
志
願
推
進
連
絡
協
議
会
副

会
長
や
阿
武
町
自
衛
隊
父
兄
会
賛
助
会
員
と
し
て
活
動
さ

れ
、
各
種
行
事
等
に
積
極
的
に
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
表
彰
は
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
茂
刈
接
佐
氏
（
77
歳
・
惣
郷
）
が
、
こ
の
ほ
ど
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
、
６
月
24
日
、
県
庁
に
お
い
て
二
井
関

成
山
口
県
知
事
か
ら
勲
章
等
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
茂
刈
さ
ん
は
昭
和
31
年
10
月
、
阿
武
町
消
防
団
に
入
団

以
来
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
の
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
（
平
成
６
年
12
月
退
団
）。
こ
の
間
、
阿
武
町

消
防
団
分
団
長
（
昭
和
60
年
１
月
〜
平
成
６
年
）
を
歴
任

さ
れ
、
特
に
昭
和
63
年
に
は
消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続

功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
業
繁
忙
の
か
た
わ
ら
強
い
責
任
感
と
熱
意
を
持
ち
、

消
防
団
の
行
事
な
ど
に
際
し
て
は
率
先
し
て
出
動
さ
れ
、

ま
た
、
部
下
団
員
の
育
成
に
も
努
め
ら
れ
、
分
団
長
と
し

て
士
気
も
旺
盛
で
他
の
模
範
で
あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
受
章
に
対
し
茂
刈
さ
ん
は
、「
突
然
の
受
章
に
び

っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
消
防
団
員
、
住
民
の
皆
さ

ん
、
家
族
の
協
力
、
町
当
局
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。

風
の
強
い
日
や
大
雨
な
ど
の
日
は
、
夜
は
２
回
程
度
巡
回

を
し
て
い
ま
し
た
。
地
域
の
安
心
、
安
全
を
考
え
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
体
が
動
く
間
は
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
全
国
豆
類
経

営
改
善
共
励
会
に
お
い
て

（
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
な
ど
主
催
）、
宇
生
賀
の

農
事
組
合
法
人
「
う
も
れ
木

の
郷
」（
代
表
理
事
　
山
本
勉

生
・
構
成
農
家
戸
数
73
戸
）

が
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
６
月
27

日
に
は
、
受
賞
報
告
の
た
め

役
場
へ
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
表
彰
」
は
、
豆
類

の
生
産
・
経
営
改
善
に
お
い
て
先
進
的
で
他
の
模
範
と
な

る
個
人
、
集
団
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
全
国
か
ら
応

募
さ
れ
た
、
大
豆
集
団
70
団
体
の
中
か
ら
の
受
賞
で
す
。

　
山
本
勉
生
代
表
理
事
は
「
昨
年
は
、
大
豆
の
出
来
が
悪

か
っ
た
が
、
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
。
大
豆
の
栽
培
や

豆
腐
へ
の
加
工
を
通
し
て
地
産
地
消
に
貢
献
。
Ｊ
Ａ
や
道

の
駅
で
販
売
し
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
利
用
し
た
こ
と

が
、
地
域
貢
献
に
つ
な
が
っ
て
評
価
さ
れ
た
の
で
は
。
今

後
も
、
時
間
や
労
働
力
を
か
け
ず
に
反
収
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
23
年
度
全
国
少
年
補
導
功
労
者
表
彰
」
の
受
賞

者
が
発
表
さ
れ
、
矢
次
正
治
さ
ん（
63
歳
・
西
の
３
）
が

銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
表
彰
は
長
年
に
わ
た
り
、
地

域
に
お
け
る
少
年
の
街
頭
補
導
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
積

極
的
に
行
う
な
ど
、
青
少
年
の
非
行
防
止
及
び
健
全
育
成

活
動
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
６
月
20
日
に

の
表
彰
式
で
、
萩
警
察
署
の
室
井
清
久
署
長
か
ら
賞
状

を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
少
年
相
談
員
が
全
国
少
年

補
導
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
の
初
め
て
で
す
。
矢
次
さ
ん

は
、
地
域
の
た
め
に
何
か
役
立
つ
こ
と
が
し
た
い
と
、
昭

和
62
年
に
少
年
相
談
員
の
活
動
を
は
じ
め
、
以
来
24
年
に

渡
っ
て
、
近
く
の
道
の
駅
や
地
域
の
祭
り
な
ど
で
補
導
活

動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
表
彰
は
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

茂
刈
接
佐
氏
に

　
消
防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章

　「うもれ木の郷」は平
成9年2月に国営ほ場整
備を契機に設立。経営面
積91.2haのうち、大豆
（サチユタカ）を10.3ha
栽培し、反収は県平均反
収の約３倍の多収かつ高
品質な生産（283㎏／10a）
を実現している。特に基
本技術の徹底と、暗渠を
活用した地下水位の調節
により高収量を達成した
こと、契約栽培や豆腐へ
の加工事業の実施など販
売活動で積極的に取り組
んだことが評価されまし
た。今回の受賞は、平成
19年度の同共励会で「農
林水産大臣賞」に続き2
度目の受賞となる。

矢
次
正
治
さ
ん
が

全
国
少
年
補
導

功
労
者
表
彰
を
受
賞

白
石
益
雄
さ
ん
が

自
衛
官
募
集
で

功
労
者
表
彰
を
受
賞

勲章と勲記

茂刈接佐氏

「
う
も
れ
木
の
郷
」
が
大
豆

生
産
経
営
で
生
産
局
長
賞
を
受
賞

全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会

全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会

うもれ木の郷のみなさん
山本勉生代表理事（中央）
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元気！阿武町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

とらのすけ

ゆあ

あやか

と
ら
　
の
す
け

あ
や
か

7
月
生
ま
れ

金
子
虎
ノ
介
ち
ゃ
ん（
大
里
）

平
成
22
年
7
月
1
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
慶
章
さ
ん
・（
マ
マ
）
恵
美
子
さ
ん

　
は
じ
め
ま
し
て
、
と
ら
の
す
け

で
す
。
乳
児
の
頃
は
お
っ
ぱ
い
が

飲
め
な
か
っ
た
り
、
入
院
し
た
り

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
今
で
は

ぽ
っ
ち
ゃ
り
と
元
気
な
男
の
子
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
プ
ー
ル
や
海
水
浴

が
大
好
き
な
琳
香
お
姉
ち
ゃ
ん
と 

虎
鉄
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
ば

せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

山
本
　
彩
華
ち
ゃ
ん（
中
村
）

平
成
22
年
7
月
8
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
秀
征
さ
ん
・（
マ
マ
）
仁
美
さ
ん

　
こ
ん
に
ち
は
！
山
本
家
の
ア
イ

ド
ル
彩
華
だ
よ
♪

　
私
は
、
お
外
に
行
く
の
も
、
家

の
中
を
探
検
す
る
の
も
大
好
き
♡

最
近
色
ん
な
事
が
楽
し
く
て
多
忙

な
毎
日
な
の
。
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
も
っ
と
遊
ぶ
ぞ
！

　
元
気
に
育
て
我
が
娘
♡

柳
井
　
結
彩
ち
ゃ
ん（
岡
田
橋
）

平
成
22
年
7
月
29
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
敏
浩
さ
ん
・（
マ
マ
）
静
江
さ
ん

　
毎
日
お
姉
ち
ゃ
ん
の
優
衣
と
遊

ん
で
い
る
結
彩
は
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
！
最
近
で
は
つ
か
ま
り
立
ち
が

み
る
み
る
上
達
し
て
テ
ー
ブ
ル
の

上
の
物
や
引
き
出
し
の
物
を
つ
か

ん
で
は
ポ
イ
す
る
の
が
大
好
き
♡

そ
ん
な
結
彩
ち
ゃ
ん
が
歩
け
る
よ

う
に
な
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

ゆ
　
あ

　⻆力フミ子さん（恵寿
苑）が６月11日、100
歳の誕生日を迎えられ、
町からお祝いの記念品が
贈られました。
　⻆力さんは明治44年
（西暦1911年）生まれ
です。とても穏やかな方
で、職員の声かけにも、
小さな声でやさしく返事
をされます。

 「自分たちの住む地域の環境は、自分たちで守る」をスローガンに、地域・企業と行政が一体となって一斉
清掃を行う「Ｉ・Ｌｏｖｅ・あぶ町・クリーンアップ大作戦」が７月10日、町内一斉に展開されました。そ
れぞれ河川や道路、側溝など地区内の清掃活動を行いました。阿武町建設業会会員と㈱リングが清掃で出た
雑木、草やゴミなどの回収・運搬を行い、地域が一体となったクリーンアップ作戦が展開されました。

山口県萩食品衛生協会総会が、６月２１日開催され、
食品衛生功労者として大野孝之さん（浜の一）が、
食品衛生優良従業員として道の駅「阿武町」農林水
産物直売所にお勤めの水津タケ代（木与）が受賞さ
れました。今回の受賞はお二人の長年にわたる功績
が認められたものです。
●山口県知事表彰
　食品衛生功労者
　　大野孝之さん (浜の一)
●山口県食品衛生協会長表彰
　食品衛生優良従業員
　　水津タケ代さん (木与）

食品衛生功労者等を表彰祝100歳
おめでとうございます

祝100歳
おめでとうございます

奈古浦地区 筒尾自治会 市自治会 美咲自治会 宇田浦自治会

大
野
孝
之
さ
ん
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花いっぱい運動
　町内小・中学校、婦人会、道の駅阿武町の皆さんが中心と
なって「競技会場花いっぱい運動」に取り組んでいます。
　山口国体推奨花であるサルビア、ブルーサルビア、マリー
ゴールドのセル苗は奈古高校で栽培されたものです。各小・
中学校では今月上旬に児童・生徒、教職員、婦人会の皆さん
が協力して、セル苗をポットに植え付ける作業を
行いました。国体当日は、美しい花の咲
いたプランターを会場に飾り、来場者を
お迎えしたいと思います。

阿武町採火式
　阿武町採火式を、７月２４日（日）午前９時から
道の駅そばの海岸で行います。
　国体総合開会式では、県内19市町で採火した
炬火を、炬火リレーによって集火し、炬火台への
点火が行われます。「阿武町の火」は、阿武町代
表炬火走者の水津タケ代さんが持つトーチにと
もしますが、その「阿武町の火」をおこすための
「採火式」を、日本海イカダ大会の開会式の中で
行います。採火式では、町内小・中学生の代表が
マイギリで火起こしをし、ミニ炬火台に点火しま
す。また、公募していた阿武町の「炬火名」を発
表します。
　多くの皆様のご来場をお待ちしています。

阿武町大会・
障害者ソフトボール
１０月2日（日）開催

セル苗をポットに植え付ける
小・中学生、婦人会の皆さん

７月２４日（日）
午前９時から

マイギリで
火をおこします。

ミニ炬火台
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■ 戸籍の電算化とは
　戸籍は、明治時代より和紙を用いて、手書きまたはタイ
プライターにより記載し作成してきました。しかし、この
方法では事務効率が悪いため、戸籍の届出から証明発行まで
に多くの時間がかかっていました。７月30日戸籍の電算化
により、戸籍のコンピュータ管理が実現し、戸籍事務の迅速
化、正確性や窓口サービスの向上が図られます。

■ 戸籍の電算化によって何が変わるのか
１．戸籍の証明の名称、様式等が変わります

※証明発行手数料は従来と変わりません。
　全部（個人）事項証明：450円　改製原戸籍・除籍：750円

○従来様式

２．氏名の文字が変わります
　戸籍の「氏」または「名」には、常用漢字、人名漢
字等の「正字等」で記載することになります。よっ
て、従来戸籍にて、誤字や書き癖、デザインの差異
などで記載されていた氏名は、戸籍電算化により現
在使用できる「正字等」で記載します。誤字等に該当される方には、７月１
日以降に通知を発送しております。※書き癖やデザインの差異による場合に
は通知は発送しておりません。
　但し、「氏」や「名」が変更となることではないので注意してください。
また、該当するのは、阿武町に本籍のある方です。

３．本籍及び住所表示が変わります
　戸籍電算化と同時に、本籍及び住所の表示中「の」が削除されます。これ
は、「の」の記載のない土地登記簿の地番表示との統一化を図るためです。

○本籍及び地番の表示例　　従　　来：山口県阿武郡阿武町大字奈古○○番地の○
　　　　　　　　　　　　　電算化後：山口県阿武郡阿武町大字奈古○○番地○

　なお、表示変更により、本籍及び住所が変わることではありませんので、免許証や保険証などの変
更手続きをする必要はありません。また、公的個人認証サービスの電子証明書をお持ちの方は個別に
ご相談ください。

■問い合わせ先　役場住民課　☎２－０５００

平成23年8月1日から

戸籍の電算化による証明発行が始まります

記載する文字の例
→　伊
→　藤
→　静
→　薫
→

名　称
　

様　式
（書式）
用　紙
公　印

従　　来
戸籍謄本
戸籍抄本

謄本：B4横（縦書き）
抄本：B5縦（縦書き）
白色上質紙
朱肉印

電  算  化  後
全部事項証明
個人事項証明

A4縦（横書き）

改ざん防止用紙
黒色電子公印

新様式
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山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

　「
自
分
た
ち
の
出
来
る
こ
と
で〝
東
日
本
〞

を
応
援
し
た
い
」
と
町
内
の
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、「
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

in
あ
ぶ
（
主
催
：
東
日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
）」
が
、
６
月
26

日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
阿
胡
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｙ
―
Ａ
Ｂ
Ｕ
ほ
か
５
グ
ル
ー
プ
が
出

演
。
迫
力
あ
る
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
場
者
か
ら
の
支
援
金
な

ど
、
13
万
３
２
７
４
円
が
寄
せ
ら
れ
、
翌

週
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
代
表

の
桑
山
さ
ん
に
、
復
興
活
動
支
援
金
と
し

て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
セ
ン
タ
ー
開
館
15
周
年
記

念
事
業
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
２
〜

国
境
を
越
え
て
〜
」
が
、
７
月
２

日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
ス
テ
ー
ジ

代
表
理
事
　
桑
山
紀
彦
さ
ん
。
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
の
活
動
、
イ
ラ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
救
援

活
動
の
様
子
を
映
像
、
写
真
、
歌
を
交
え
な
が
ら
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
、
宮
城
県
名
取

市
で
被
災
さ
れ
な
が
ら
も
、
病
院
の
運
営
や
避
難
所
を
回
っ

て
の
医
療
活
動
の
様
子
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
で
の
入
場
料
の
半
分
は
、
復
興
活
動
支
援
金

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

自分たちに出来ることで支援を！！
町内バンドメンバーが震災復興支援
チャリティーコンサートを開催

　「
学
ん
で
生
か
す
豊
か
な
生
き
方
」
を
テ
ー
マ

に
山
口
県
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
が
、
３

回
に
分
け
て
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
最
終
日

の
７
月
９
日
に
は
、
同
大
学
国
際
文
化
学
部
の
安

渓
遊
地
教
授
が
「
ス
ペ
イ
ン
・
ナ
バ
ラ
州
の
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

（
ス
ペ
イ
ン
は
国
策
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
※１

の
持
続
可
能
な
暮
ら
し
と
観
光
を
推
進
し
て

い
ま
す
。）
「
阿
武
町
は
、
美
し
い
自
然
、
農
山

漁
村
に
恵
ま
れ
、
田
舎
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
あ
る
。
阿
武
町
の
あ
る
べ
き
姿
は
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
（
世
界
に
た
だ
ひ
と
つ
）
を
目
指
す
べ
き

だ
。
周
り
の
基
準
に
流
さ
れ
ず

『
出
す
ぎ
る
杭
』
に
な
れ
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
ど
り
保
育
園
恒
例
の
「
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」
が
７
月
９

日
に
本
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
園
児
た
ち
が
子
ど

も
太
鼓
や
踊
り
を
披
露
し

た
ほ
か
、
夜
店
で
は
カ
キ
氷

や
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
な
ど
買
い
物
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
の
職

員
さ
ん
や
、
民
生
委
員
児
童

委
員
さ
ん
、
奈
古
高
校
の
生

徒
や
町
内
の
若
者
グ
ル
ー
プ

「
サ
ニ
ー
ア
ブ
」
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
盛
大
な

夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

み
ど
り
保
育
園
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

見
事
な
太
鼓
や
お
ど
り
を
披
露

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
２

自
分
に
何
が
出
来
る
か
、

ど
う
生
き
る
か

自
分
に
何
が
出
来
る
か
、

ど
う
生
き
る
か

山
口
県
立
大
学
の
講
義
を
阿
武
町
で

阿胡スティックス・バンド演奏

おもだかオカリナアンサンブル

ＳＡＮＹ-ABU・ダンスパフォーマンス

プレイス・トウ・ビー

ＳＡＮＹ-ABU・ダンスパフォーマンス

萩弦楽オーケストラ萩弦楽オーケストラ

プレイス・トウ・ビー

エイミー・シューメイカー
・ギター、三味線演奏上種由佳・ハープ演奏

あ
ん

け
い
ゆ
う
　
ぢ

※1 農村や漁村での長期滞在型休暇。都市住民
が農家などにホームステイして農作業を体験し
たり、その地域の歴史や自然に親しむ余暇活動

阿
武
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
を
開
催

サ

ニ
ー
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
ブ

避難所を回られる桑山先生

園児が見事な太鼓を披露
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恒
例
の
阿
武
町
消
防
団
夏
季
訓
練
が
７
月
３
日
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
１
２
７
人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
に
先
立
ち
田
中
敏
雄
団
長
は
「
よ
り
迅
速
か
つ
安
全

に
消
火
で
き
る
よ
う
、
今
回
は
実
働
訓
練
と
し
て
小
型
ポ
ン

プ
操
法
訓
練
を
行
い
ま
す
。
い
ま
一
度
、
基
本
動
作
、
機
関

操
作
の
習
熟
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
年
の
９
月
17

日
に
は
県
操
法
大
会
に
宇
田
郷
分
団
が
出
場
し
ま
す
。
団
幹

部
及
び
各
分
団
が
協
力
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。

　
訓
練
で
は
萩
市
消
防
本
部
の
指
導
の
も
と
、
町
内
５
分
団

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
を
実
施
し
、
最
後
に
各
分
団
代
表

者
に
よ
る
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
女
性
団
員
と
新
入
団
員
は
、
消
火
器
操
作
指
導
訓
練
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
操
作
指
導
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

各
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
演
訓
練

消
防
団
夏
季
訓
練
に
１
２
７
人
の
団
員
が
参
加

　
奈
古
小
学
校
校
舎
解
体
工
事

及
び
、
旧
阿
武
町
給
食
セ
ン
タ

ー
解
体
工
事
並
び
に
屋
外
整
備

工
事
が
、
５
月
中
旬
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。６
月
下
旬
に
は
、

奈
古
小
学
校
校
舎
の
解
体
作
業

が
行
わ
れ
、
昭
和
40
年
に
建
て

ら
れ
た
校
舎
は
解
体
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
８
月
下
旬
ま
で
撤
去
工
事
及

び
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
外
構
整
備
が
行
わ
れ
、
９
月
１

日（
木
）に
は
町
立
阿
武
小
学
校
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

昭
和
40
年
建
築
の

　
　
　
　
　
奈
古
小
校
舎
が
解
体
！！

　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地
工
事
が
、
５
月
14
日
か

ら
７
月
末
ま
で
事
業
費
４
４
１
万
円
を
か
け
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
の
表
土
を
削

り
、
平
均
10
㎝
程
度
の
マ
サ
土
を
盛

り
整
地
を
行
い
ま
し
た
。

　
宇
田
郷
地
区
で
は
、
４
月
か
ら
町

民
総
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
を
め
ざ
す
、
宇
田
ふ
れ

あ
い
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

８
月
19
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
in
阿
武
町
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ー
ト
＆
ダ
ン
ス
Ａ―

Ｍ
Ａ
Ｄ
（
エ
ー
マ

ッ
ド
）
コ
ン
サ
ー
ト
が
６
月
27
日
、
道
の
駅
「
阿
武
町
」
発

祥
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
宇
田
郷
・
宇
田

中
央
に
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
福
田
英
三
さ
ん
、
阿
武
町
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
開
催
は
２
回
目
。
出
演
はSheri Brown

（
Ｐ
Ａ

Ｎ
ダ
ン
ス
）、m

arron

（
田
中
康
彦
）、
平
井
正
也
、
藤
井
邦

博
ほ
か
で
音
楽
と
舞
踏
が
融
合
し
た
迫
力
あ
る
舞
台
を
披
露

し
ま
し
た
。
道
の
駅
発
祥
交
流
館
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
初
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
で
発
祥
交
流
館

が
若
者
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
者
の
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
期
待
！！

　
宇
田
郷
の「
ち
づ
る
の
パ
ン
工
房
」（
店

主
・
西
村
千
鶴
さ
ん
ほ
か
９
人
）
が
７
月

４
日
喫
茶
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
以
来
、
パ
ン
教
室
を
月
３
回

程
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の

方
か
ら
お
茶
や
、
話
し
が
出
来
る
場
所
が

ほ
し
い
と
の
要
望
を
受
け
、
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た（
営
業
は
毎
週
月
曜
日
の
み
）。

　
西
村
さ
ん
は
「
地
域
の
憩
い
の
場
所
と

し
て
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
平

野
谷
吉
二
さ
ん
（
大
阪
府
）
の
剪
画
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
！！

宇
田
郷
・
ち
づ
る
の
パ
ン
工
房
が
喫
茶
に

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

道
の
駅
発
祥
交
流
館
で
Ａ
ー
Ｍ
Ａ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト西村千鶴

さん

マ
ロ
ー
ン

シ
ェ
リ
ー
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ウ
ン

各分団の代表がポンプ操法実演

新入団員と女性団員は礼式訓練を実施

奈古小校舎の解体の様子

整備がすすむふれあいグラウンド

地
域
の
方
と
の
会

話
も
は
ず
み
ま
す

シ
ェ
リ
ー・ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
の

舞
踏

平
井
正
也
さ
ん

シ
ェ
リ
ー・ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
の

舞
踏

平
井
正
也
さ
ん
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宇
田
郷
婦
人
会
ち
と
せ
、

　
　
若
葉
合
同
学
級
を
開
催

　
宇
田
郷
婦
人
会
ち
と
せ
と
、
若
葉
学
級
合
同
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
７
日（
火
）に
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
誰
で
も
得
点
を
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
交
代
で
助
け
合
い
な

が
ら
点
を
付
け
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
中
村
　
雅
子
（
宇
田
中
央
）

準
優
勝
　
近
藤
真
由
美
（
惣
郷
）

第
３
位
　
恵
美
奈
美
智
代
（
宇
田
浦
）

宇
田
郷
地
区
男
性
料
理
教
室
を
開
催

　
宇
田
郷
地
区
男
性
料

理
教
室
が
６
月
11
日
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
カ
ロ
リ
ー

控
え
め
、
も
ち
も
ち
プ

リ
プ
リ
食
感
レ
シ
ピ
」

と
題
し
て
、
豚
し
ゃ
ぶ
の
や
わ

ら
か
炒
め
、
こ
ぶ
茶
と
も
ち
米

を
加
え
た
豆
ご
は
ん
、
デ
ザ
ー

ト
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
イ
ガ

グ
リ
ボ
ウ
ヤ
等
４
品
目
を
作
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
休
漁
日
で
も
あ
っ

た
た
め
、
漁
業
関
係
者
の
皆
さ

ん
も
多
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
魚
料
理
等
を
さ
れ

る
方
も
多
く
、
手
際
よ
く
料
理
が
出
来
あ
が
る
と
と
も
に

新
た
な
輪
の
広
が
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

奈
古
若
葉
学
級
６
月
講
座
を
開
催

　
６
月
24
日
に
奈
古
若
葉
学
級
６
月
講
座
〈
移
動
教
室
〉

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
島
根
県
津
和
野
町
に
行
き
、

源
氏
巻
の
工
場
を
見
学
し
た

後
、
手
焼
き
体
験
を
し
ま
し

た
。
焼
き
た
て
は
、
皮
も
パ

リ
ッ
と
し
て
い
て
、
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
後
、「
山
陰
の
小
京
都
」

と
言
わ
れ
る
津
和
野
を
散
策
し
、
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

奈
古
地
区
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

　
奈
古
婦
人
会
主
催
の
奈
古
地
区

女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
６
月

26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
雨
天
中
止
か

と
思
い
き
や
、
台
風
の
雨
雲
も
吹

き
飛
ば
す
パ
ワ
ー
で
、
約
１
３
０

人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
赤
組（
河
内
・
木
与
・
宇
久
・
上
郷
・
下
郷
）

で
し
た
。

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

　
　
　
　
６
月
講
座
を
開
催

　
６
月
29
日
に
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ

チ
ン
６
月
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
７
人
の
男
性
が
、
『
男
の

定
食
』
と
題
し
て
、
「
豚
の
生
姜
焼

き
・
じ
ゃ
が
芋
と
タ
マ
ネ
ギ
の
み
そ

汁
・
な
す
と
き
ゅ
う
り
の
サ
ッ
パ
リ

漬
け
」
に
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。  

優勝した福八の皆さん準優勝した皆さん

今
年
は
外
で
出
来
ま
し
た

福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
大
会

　
福
賀
地
区
職
域
親
睦
球
技
大
会

が
６
月
25
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
16
年
以
来
７
年
ぶ
り

の
梅
雨
の
晴
れ
間
に
恵
ま
れ
、
屋

外
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
競
技
と
懇
親
会
で

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
地
区

内
の
職
域
を
７
つ
の
チ
ー
ム
に
分

け
、
ス
コ
ア
を
競
い
ま
し
た
。
熱

戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
有
限
会
社 

福
八

準
優
勝
　
郵
便
局
・
商
工
会
・
鶴
惣
連
合

福
賀
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

　
福
賀
地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議

会
が
６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
会
議
は
、
子
ど
も
が
自
分

た
ち
だ
け
で
代
表
者
や
、
こ
れ
か

ら
の
事
業
計
画
、
努
力
目
標
を
決

め
る
も
の
で
、
小
・
中
学
校
の
子

ど
も
会
員
が
学
校
体
育
館
に
集
合

し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
で
決
定
し
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
平
成
23
年
度
役
員

会
　
長
　
藤
田
恵
子（
中
３
）

副
会
長
　
玉
島
　
愛（
中
２
）・
直
江
　
隼
人（
小
５
）

書
　
記
　
中
野
莉
沙（
中
１
）・
野
瀬
蓮
太
郎（
小
６
）

◇
平
成
23
年
度
努
力
目
標
　
ス
マ
イ
ル
子
ど
も
会
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地域づくり・町づくりリーダー研修の
参加者を大募集！！

こころのふるさとづくり人材育成事業

人材育成リーダー研修日程表（予定）
●９月２９日（木）
05:00 役場発→九州自動車道→
 佐世保着
14:00 長崎県小値賀島着
14:30 講義「おぢかアイランドツー
 リズムの取り組みについて」
 講師　高砂樹史氏
18:00 古民家レストランで夕食交流会
 和モダンな古民家に宿泊
●９月３０日（金）
08:30 野崎島ガイドツアー
15:30 民泊体験メニュー
 （郷土料理づくりなど）
 農漁家民泊体験
●１０月１日（土）
13:00 佐世保発　　20:00  役場着

　
町
営
バ
ス
の
車
両
が
新
し
く
更

新
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
13
年
10
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
、
以
来
約
10
年
の
町
営
バ
ス

で
す
が
、
海
沿
い
を
走
る
た
め
車

体
の
下
回
り
が
錆
び
て
安
全
走
行

に
支
障
が
あ
る
た
め
、
こ
の
７
月

28
日
か
ら
車
両
が
新
し
く
更
新
さ

れ
ま
す
。

　
新
型
車
両
は
乗
り
降
り
の
容
易

な
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
で
座
席
数

が
18
席
、
立
ち
席
を
含
め
た
乗
車

定
員
は
33
人
で
、
車
い
す
で
の
乗

車
も
可
能
で
す
。

　
車
体
カ
ラ
ー
は
海
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
水
色
、
改
良
に
よ
り
少
し
ス

リ
ム
で
低
燃
費
、
こ
れ
ま
で
同
様

新
し
い
町
営
バ
ス
の
ご
利
用
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※

10
月
か
ら
は
、
安
全
運
行
が
確

保
さ
れ
る
宇
田
郷
駅
か
ら
惣
郷
の

間
は
フ
リ
ー
乗
降
が
可
能
と
な
り

ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
総
務
課

　
☎
２―

３
１
１
１

　
今
回
の
研
修
は
、「
地
域
づ
く
り
・
町

づ
く
り
」
を
創
造
的
、
主
体
的
に
取
り
組

む
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的
に
、
長
崎
県

の
離
島
小
値
賀
島
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ

か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
の
取

り
組
み
を
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
カ
リ

ス
マ
、
高
砂
樹
史
氏
か
ら
学
び
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
古
民
家
の
モ
ダ
ン
的
な
活
用

方
法
や
、
地
域
資
源
の
紹
介
の
仕
方
、
ま

た
実
際
に
民
泊
メ
ニ
ュ
ー
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
な
ど
実
地
に
富
ん
だ
研
修
で
す
。

　
実
際
に
農
漁
家
民
宿
を
や
っ
て
見
た
い

方
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興
味
の
あ

る
方
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
、

ま
た
産
業
振
興
な
ど
を
目
指
す
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
応
募
資
格
　
現
在
町
内
に
居
住
す
る
18

歳
以
上
の
方
、
視
察
目
的
に
応
じ
た
志

の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
過
去
に
研
修
に
参

加
さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。

★
研
修
日
程
等
　
研
修
日
程
表
の
と
お
り

★
募
集
人
数
　
12
人

★
視
察
費
用
　
自
己
負
担
額  

　
１
人
当
た
り
１
万
２
５
０
０
円

　（
町
補
助
金
３
万
７
５
０
０
円
）

★
選
考
　
参
加
者
は
、
選
考
委
員
会
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

★
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付

け
の
申
し
込
み
用
紙
に
よ
り
、
８
月
19

日（
金
）必
着
で
、
役
場
総
務
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
役
場
総
務
課
　
☎
２―
３
１
１
１

新型車両（ボディーは水色）

町営バスを新型車両に更新！！ 7月28日から（道の駅阿武町⇄惣郷）

研修先は、離島というハンディがありながら、人材と地域資源を活用してＮＰＯ法人設
立。「民泊」「自然体験」「国際交流」などの滞在型体験観光まちづくりで国内外の高
い評価を得ている長崎県・小値賀町。島外から年間１万人の観光客が訪れます。　　　

アクセス図

研修期間：
９月２９日（木）～１０月１日（土）

お　　ぢ　　か

お
　
ぢ
　
か

た
か
さ
ご  

た
つ
　
し
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水泳許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立札

水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域

福賀地区

郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

文今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

1

2

3

4

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田（旧生コン）

青浦（旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F
G
H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール
※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

福賀へ

上郷
砂防

2

1

3

4

井部田

※町内すべての河川・ため池で泳ぐことを禁止します。
※小学生が海で泳ぐ場合は、必ず保護者同伴とします。

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

地域のみなさんへ

地域で育てる子どもたち!
　「地域の子どもは地域で育てる」と
いう意識で、「声かけ」や「あいさ
つ」など、子どもたちと積極的に関
わってください。そして、いけない
ことはぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが
一体となって、「たくましく心豊かな
阿武町っ子」を育てていきましょう。
　夏休みに子どもたちの明るい笑顔
があふれることを願っています。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

保護者のみなさんへ

家族みんなでふれあいの時間を!
　子どもたちにとって夏休みの楽し
みのひとつが“家族とのふれあい”で
す。お忙しい毎日でしょうが、子ど
もとのふれあいの時間をしっかりと
っていただき、家族共通の思い出づ
くりをお願いします。また、毎日継
続的にできる家庭や地域での「仕
事」を一緒に考え、子どもたちに取
り組ませていきましょう。
　子どもたちにとって楽しい体験だ
けでなく、きつい体験も心の健やか
な成長のためには大切です。

児童・生徒のみなさんへ

夏休みにしかできない体験を!
　心待ちにしていた夏休みが始まり
ました。「夏休みだからできること」、
「夏休みでないとできないこと」に
積極的にチャレンジしてみましょう。
　この機会に趣味や特技を磨き、い
ろいろなことにチャレンジすること
で充実感や満足感を味わうことがで
きます。
　今年の夏も、心に残る素晴らしい
体験や活動に積極的に挑戦し、有意
義な夏休みにしていきましょう。

　
今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
き
た
「
夏
休
み
」
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
楽
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
夏
休
み
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
左
の
図
の
と
お
り
「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ら
れ

た
り
危
険
な
行
為
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
。
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シリーズ　奈古高はいま

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
　
　
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

　
５
月
18
日（
水
）に
全
校
生
徒
と

教
職
員
を
対
象
に
「
ケ
ー
タ
イ
安

全
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
㈱
・
上
村
様
を
講
師

に
、「
ケ
ー
タ
イ
と
正
し
く
付
き

合
う
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
携
帯
電
話
は
便
利
な
道
具
と
し

て
生
活
に
広
が
る
一
方
、
使
い
方

を
間
違
え
て
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
を
、
実
例

を
あ
げ
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
使

用
で
、
一
人
ひ
と
り
が
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
、
最
後
に

「
正
し
い
使
い
方
を
身
に
つ
け

て
、
楽
し
く
安
全
な
ケ
ー
タ
イ
ラ

イ
フ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
携
帯
電
話
の
使
用
法

に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
が
全
校

生
徒
・
教
職
員
に
配
付
さ
れ
、
さ

ら
に
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
意
義
深
い
「
ケ
ー
タ
イ
安
全

教
室
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
10
日（
金
）に
『
平
成
23
年

度
生
徒
総
会
』が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
長
、
教
頭
先
生
か
ら
の
挨

拶
の
後
、
議
題
と
な
る
「
平
成
22

年
度
生
徒
会
行
事
報
告
・
会
計
報

告
」「
平
成
23
年
度
生
徒
会
行
事

予
定
・
予
算
案
」
な
ど
を
審
議
し

ま
し
た
。

　
後
半
は
、
各
ク
ラ
ス
・
生
徒
評

議
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
本
校
の

服
装
や
学
習
面
に
関
す
る
要
望
、

学
校
行
事
の
充
実
を
求
め
る
議
題

等
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
様
々
な
視

点
か
ら
意
見
が
あ
が
る
話
し
合
い

と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
総
会
終
了
後
、
生
物
資
源

科
学
科
で
は
『
農
業
ク
ラ
ブ
総

会
』
が
、
普
通
科
で
は
『
家
庭
ク

ラ
ブ
総
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
会
が
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
学
校
生
活
に
つ
い
て
考
え

た
り
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
・

技
能
を
習
得
し
、
社
会
貢
献
な
ど

に
繋
げ
て
い
く
機
会
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
23
日（
木
）に
萩
総
合
支
援

学
校
の
生
徒
19
人
が
、
本
校
農
場

で
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
鉢
植
え
を

し
ま
し
た
。
花
の
数
は
約
３
０
０

本
。
本
校
生
徒
の
指
導
の
も
と
、

皆
明
る
く
元
気
に
作
業
を
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
同
世
代
の
子
供

達
の
交
流
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
苗

は
農
場
で
育
て
、
大
き
く
な
っ
た

ら
萩
総
合
支
援
学
校
に
移
し
、
花

壇
を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
６
月
24
日（
金
）に
阿
武
中
学
校

１
年
生
11
人
が
、
福
祉
学
習
の
た

め
来
校
し
、
本
校
３
年
普
通
科
・

生
活
総
合
コ
ー
ス
20
人
と
「
福
祉

体
験
」
の
交
流
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
５
班
に
分
か
れ
、「
食
事
介

助
」「
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
」「
高

齢
者
体
験
」「
点
字
体
験
」
を
行

い
ま
し
た
。
指
導
は
、
本
校
生
徒

が
担
当
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
生
徒
は
何
回
か
指
導
の

練
習
を
し
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
は
高
校

生
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
の
か
、

緊
張
で
言
葉
も
少
な
め
で
し
た
が
、

高
校
生
の
リ
ー
ド
で
次
第
に
打
ち

解
け
、
笑
顔
が
の
ぞ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
班
で
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
体

験
す
る
こ
と
も
多
く
、
介
護
の
大

変
さ
や
、
高
齢
者
の
生
活
環
境
の

整
備
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
理
解

で
き
た
よ
う
で
す
。

　
本
校
の
生
徒
は
、
福
祉
の
勉
強

を
し
て
い
ま
す
が
、
指
導
者
と
し

て
教
え
る
こ
と
が
無
く
、
わ
か
り

や
す
く
人
に
伝
え
る
た
め
に
は
、

準
備
や
教
え
方
に
工
夫
が
必
要
な

こ
と
が
わ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
素

直
に
実
習
に
臨
む
中
学
生
の
前
で

は
、
い
つ
も
よ
り
引
き
締
ま
っ
た

指
導
者
の
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
と
っ
て
も
、
本
校
の

生
徒
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
に

な
り
ま
し
た
。

　
６
月
24
日（
金
）に
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
ロ

ン
グ
・
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム
）
の
時

間
に
体
育
館
に
て
交
通
安
全
教
室

が
実
施
さ
れ
、
萩
警
察
署
交
通

課
・
大
村
様
よ
り
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
話
で
は
多
く
の
生

徒
や
教
員
に
質
問
を
さ
れ
、
会
場

全
体
の
興
味
を
引
き
な
が
ら
、
悲

惨
な
交
通
事
故
の
現
状
を
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
山
口

県
で
の
交
通
事
故
の
実
態
や
自
転

車
事
故
の
ケ
ー
ス
な
ど
を
、
グ
ラ

フ
や
統
計
、
事
故
の
実
際
の
写
真

を
ス
ラ
イ
ド
で
見
た
り
、
危
険
の

予
測
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
故

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
気
を
抜
い
た
と
き
に
交
通
事

故
は
起
き
る
。
事
故
の
被
害
者
に

も
、
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う

に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
締
め
く
く
ら
れ
た
言
葉
を
肝
に

銘
じ
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が

　
　
　
学
校
生
活
を
考
え
る

平
成
23
年
度
生
徒
総
会

気
を
抜
い
た
と
き
に
事
故
は

発
生
す
る

〜
交
通
教
室
〜

萩
総
合
支
援
学
校
と
交
流

阿
武
中
学
校
と
福
祉
体
験
交
流
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家庭教育手帳
子どもの生活リズム
生活リズムは、子どもの
健やかな成長のための
エネルギー源です。
●早寝早起き朝ごはん
●子どもの起床・就寝時間に注意する
●一日のスタートは朝食から
●「早寝早起き朝ごはん」国民運動の推進

子どもの起床・就寝時間に注意する。
　子どもたちの寝る時間が遅
くなり、睡眠時間も短く
なっています。深夜テレ
ビや24時間営業の店
などが世の中にあふ
れる中、家庭におい
ても、大人の夜型の
生活に子どもを巻き込ん
でいるのではないでしょうか。

　早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠をとること
は、子どもの健やかな成長と生活リズムを確立するた
めに大切です。家庭で早寝早起きのルールをつくり、
習慣をつけるようにしましょう。

不規則な生活をおくらせない

一日のスタートは朝食から。
　なぜ、朝食をとることは大切なのでしょうか。
　朝食は一日の生活のスタートです。朝食をとること
により身体にエネルギーを補給し、集中力ややる気、
体力を発揮し持続させ、一日の身体のリズムを整える
ことができます。
　特に、子どものころは食生活を含めた基本的な生活
習慣が形成されていく大切な時期です。朝食をしっか
りとる習慣を子どものころに身に
つけることは、生涯を通じて健康
な生活をおくる基礎を培うこと
にもつながるのです。
朝食をしっかりとる

　土づくりのための堆肥の販売・運搬・散布と秋
のコンバイン刈り取り作業委託を請け負います。
ご希望の方は、お申込みください。
１．作業内容　①堆肥の販売・運搬・散布・耕転
②コンバイン刈り取り・籾運搬作業
　※コンバイン刈り取り作業については、刈り取
り時期により対応できない場合があります。
２．基本料金　
　①堆肥代（運搬含む）　　3,000円／1t
　②刈り取り（運搬含む）　17,900円／10a
３．申し込み先　各農家（個人）ごとに、申込書
に必要事項を記入のうえ、下記のいずれかに提
出してください。
　①ＪＡあぶらんど萩各支所及び宇田郷ふれあい店
　②役場経済課、及び各支所　
　③㈲ドリームファーム阿武
４．提出期限　8月19日（金）　日程の調整があ
るので期日までにお申し込みください。
５．問い合わせ先
　阿武町農業公社
　（役場経済課内）
　☎２ー３１１４

安全安心のために堆肥の
販売・運搬・散布・コンバイン
刈り取り作業を請け負います 申請期間が8月31日（水）まで延長されます

●対象者は　基本的にエコファーマー認定を受け
た農業者の方で、化学農薬・化学肥料の使用を５
割以上低減した上で緑肥の作付けや冬期間の水田
に水を張るなど環境にやさしい取組を行われた場
合、最高8,000円/10aの支援を行う制度です。
●制度の詳細や申請書類の書き方については
　役場経済課（☎2-3114）まで

環境保全型農業直接支援対策
の申請期限延長のお知らせ

　大震災により被害を受けられた方は、所得税の
軽減・免除が受けられ、税務署で手続きを行うこ
とで所得税が還付となる場合があります。
　そのほか、源泉所得税の徴収猶予や還付、廃車
となった自動車の自動車重量税の還付などの特例
があります。
　また、地方税についても住民税、固定資産税、
自動車税等の特例があります。
●問い合わせ先　役場住民課　☎２－０５００
　萩税務署　☎０８３８－２２－０９００
　国税庁ホームページwww.nta.go.jp

東日本大震災により被害を
受けられた方へ

からだ
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「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」inあぶ町

阿武町の子どもたちの
　“アイデア料理”大募集！

　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、地産地消をすすめ、阿武町の特産品をみんなでおい
しく食べるために、子どもたちのアイデア料理を募集します！優秀作品は、みんなの学校給食で献
立になったり、道の駅阿武町食事処「憩」でメニュー化されるというおまけ付きです。夏休みに親
子でアイデア料理を考えてぜひご応募ください！たくさんのご応募をお待ちしています！

■応募料理　①阿武町の特産品「米、地魚、無角和牛、野菜（ほうれん草等）」のいずれかを
　　　　　　　使って手軽にできる料理。
　　　　　　②主食、主菜、副菜、汁物等、本人のオリジナルレシピ（デザートは対象外）で、
　　　　　　　１人何品でも応募可能です。
　　　　　　③材料費は４人分１６００円以内でできる料理。（安いのはいくらでもＯＫ）
　　　　　　④各学校から配布された応募用紙に記入し、写真を１枚添付してください。
　　　　　　　（料理を複数応募する場合には用紙をコピーしてお使いください）
■応募〆切　９月２日（金）　各学校まで提出してください。
■選考方法　１次審査：書類審査　２次審査：実際に料理を作り、試食審査（9月25日予定）
■審査発表　９月中にご連絡します。
■表 彰 式　１０月１６日（日）　無角和牛まつりにおいて行います。
　　　　　　　受賞者には賞品をプレゼントします。　

石川栄養士

亀山保健師

★宇田郷地区の方
自治会がとりまとめを行
います。送迎便について
は自治会を通じてお知ら
せします。

★奈古地区・福賀地区の方　申し込み締め切り：８月５日（金）

★福賀便
４：５０　飯谷発
５：００　のうそんセンター発

★奈古便 ５：１５　道の駅発
 ５：２０　町民センター発
※宇久、木与バス停にも止まりますので、
　５：２０までに各バス停へお越しください。

【問い合わせ先】役場民生課「子どものアイデア料理コンテスト」係
　　　　　　　　☎２－３１１３（担当：石川）

６時だよ！

　宇田に全員集合～！

日　時：８月１９日(金)
　　　　午前６時　開会式開始
　

場　所：宇田ふれあいグラウンド
　　　　（雨天時は宇田ふれあい体育館）

たくさんの方の
参加をお待ちし
ています！

放送予定　午前６時30分～40分
〈ラジオ第１・全国生放送〉

送迎バス発車時刻、場所

この機会に
親子で阿武町の
特産品を調べて
みましょう！

みんなで阿武町の
特産品をおいしく
食べよう！

●申し込み先：役場民生課　☎２－３１１３　福賀支所　☎５－０２１１
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●国保及び後期高齢者医療の対象の方 保険証を更新します!!

国 民 健 康 保 険 （75歳未満の方）

　現在発行している「国民健康被保険者証」及び「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月
31日までとなっています。
●発送は…国保及び後期高齢者医療の保険証は、７月下旬までに簡易書留でお送りします。保険証は、
　８月１日からご使用になれます。（※古い保険証は、８月１日以降使えませんので各自で処分してください。）
★国保　被保険者証（カード）は、ピンク色（一般）またはオレンジ色（退職者）となります。
　（注）７０歳以上７５歳未満の国保加入者の方には、「国民健康保険高齢受給者証」（白色）を併せて送付
しますので、お気をつけください。
★後期高齢者医療　被保険者証は、うすいむらさき色となります。（なお、本年度から保険証裏面に臓
器提供意思表示欄を設けます。）

●問い合わせ先　阿武町役場民生課（☎０８３８８－２－３１１５）
　山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）

●入院されたときは…？（※７０歳以上７５歳未満の人は、低所得者の人が該当します。）

●入院する場合（入院されている方も含む）

　あらかじめ国保の窓口に「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯の人は「限度額適用・標準負担額減
額認定証」）の交付を申請し、認定証を提示すれば、限度額までの窓口負担となります。（保険税を滞納し
ていると交付されない場合があります。）

　「限度額適用認定証」の交付を申請（更新）してください。（有効期限は毎年７月３１日までです。）
●申請（更新）に必要なもの　国民健康保険証、印鑑（※更新をされる方は、「限度額適用認定証」を持参）

　医療費の自己負担が高額になったとき、限度額を超えた分が高額療養費として支給
されます。（７０歳未満の人と７０歳以上７５歳未満の人では限度額が異なります。）
●申請方法　保険証、領収証、印鑑を民生課または、各支所へ持参
★７０歳未満の人の場合
　□自己負担限度額（月額） 

★７０歳以上７５歳未満の人の場合
　医療費の負担が下表の限度額を超えたとき、申請により超えた分が払い戻されます。
　外来（個人単位）の限度額を適用後、外来＋入院（世帯単位）の限度額を適用します。
　入院時の窓口での負担は、外来＋入院（世帯単位）の限度額までとなります。
　□自己負担限度額（月額）

※1　上位所得者とは「基礎控除後の総所得金額等」が６００万円を超える世帯。
　　　所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます。　
※2　過去１２か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、４回目以降の限度額を超
　　　えた分が支給されます。

所得区分 ３回目まで
80,100円+（医療費－267,000円）×1%
150,000円+（医療費－500,000円）×1%

35,400円

４回目以降※2

44,400円
83,400円
24,600円

一般
上位所得者※1

住民税非課税世帯

一般

現役並み所得者

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

12,000円

44,000円

8,000円
8,000円

●医療費が高額になったときは…？

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
44,400円

 80,100円+（医療費－267,000円）×1%
 （※４回目以降の場合は44,400円）

24,600円
15,000円
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●７０歳になると自己負担割合や
　自己負担限度額が変わります。（70歳以上75歳未満の方）

●後期高齢者医療制度の減額認定証をお持ちの方へ

★国民健康保険高齢受給者証が交付されます
　７０歳以上７５歳未満の人には、所得などに応じて自己負担割合が記載された「国民健康保険高齢受給者
証（以下、『高齢受給者証』）」が交付されます。適用は７０歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人はその月）
から７５歳の誕生日の前日までです。
　該当する人には、７０歳の誕生月の月末頃に「高齢受給者証」を郵送いたします。
★お医者さんにかかるときは
　お医者さんにかかるときは、次のものを忘れずに医療機関の窓口に提出してください。
　　・国保の保険証　・高齢受給者証
★窓口で支払う費用（一部負担金）
　７０歳以上の人は、かかった費用の１割を負担します。ただし、現役並み所得者は３割負担となります。
 ※一部負担金は、所得に応じて異なります。詳しくは、お問い合せください。

★更新のお知らせ　現在交付されている減額認定証の有効期限は、平成23年7月31日までです。
★減額認定証の更新手続きについて
①平成23年8月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※2の該当となる方→8月上旬に新しい減額認定証を直接送付
　します。（平成22年度から自動更新になります。申請書提出の必要はありません）減額認定証受領
　後は、医療機関の方へご提示ください。
②平成23年8月以降の認定区分が「区分Ⅱ」※1の該当となる方
　→7月下旬に山口県後期高齢者医療広域連合から「申請のお知らせ」と「申請書」を送付しますので、
　必ず8月31日までに役場民生課及び各支所に提出してください。（減額認定証は申請を行った月の初日
　から有効となりますので、9月1日以降に申請をされますと、減額認定されない空白の月が生じることに
　なります。）
※同一世帯内に住民税の申告等がお済みでない方がいる場合（未申告の状態）、本来の負担区分判定ができ
　ないことがあります。その際は、阿武町役場住民課にて、まず申告をしていただくようお願いします。
●申請・更新場所　阿武町役場民生課、各支所
●必要なもの　①後期高齢者医療制度の保険証　②現在交付されている平成22年度の減額認定証
　③現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、その認定期間内の入院日数の合計が91日以上の場合、
　　入院日数が確認できる書類（病院の領収書など）
★申請のお知らせ
　後期高齢者医療制度の被保険者で、住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」（減
額認定証）の交付を受けることができます。入院時にこの減額認定証を医療機関に提示することで、下表
の通り食事代や居住費が減額され、医療機関での窓口負担も一定額までとなります。※減額認定証は、申
請を行った月の初日から有効となります。
●申請方法　後期高齢者医療制度の保険証を民生課または、各支所へ持参（随時受付）

減額
認定証が
ある場合

区分Ⅱ※1　 入院日数90日以下
入院日数91日以上

老齢福祉年金受給者以外
老齢福祉年金受給者

44,400円

24,600円

15,000円

自己負担限度額
（1月）

260円

210円
160円
100円
100円

食事代
（1食）

460円※
4

210円
210円
130円
100円

320円

320円
320円
320円
0円

食事代（1食）居住費（1日）
療養病床入院の場合※3

　

区分Ⅰ※2　

減額認定証がない場合
（「一般」区分の方と同じ負担となります。）

※1  区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税である世帯に属する方。
※2  区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が0円となる世帯に属
　　 する方（収入が年金のみの場合は、年金収入80万円以下の方）又は老齢福祉年金受給者。
※3  入院医療の必要性が高い方（人工呼吸器・中心静脈栄養などを要する方、脊椎損傷〔四肢麻痺が見られる状態〕の
　　 方、難病の方など）、回復期リハビリテーション病棟に入院している方などは、通常の食事代と同額になります。
　　（居住費はかかりません。）
※4  入院時生活療養（Ⅱ）を算定する医療機関に入院の場合は420円となります。

後 期 高 齢 者 医 療 （75歳以上の方など）
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（１）年金額が、改定（引き下げ）されたお知らせ「年金額改定通知書」
（２）銀行口座等への振込する年金額のお知らせ「年金振込通知書」
（３）「住民基本台帳ネットワーク」を活用した住所変更届の省略についてのご案内※
（４）「遅延特別加算金」についてのご案内
※「住所変更届」や「死亡届」が原則不要に　日本年金機構に住民票コードが収録されている方につ
いては、直接、日本年金機構において住民基本台帳ネットワークから住民変更情報等が取得できるよ
うになったことから、平成23年７月以降、これまで年金受給者やご遺族の方から年金事務所に届け出
ていただいた「住所変更届」や「死亡届」が原則不要となります。
★次の方は住所変更の手続きが必要です。
　○機構に届けられた現住所と住民票上の住所が異なっている場合
　　介護施設入所等のために、現住所と住民票上の住所が異なっている場合には、引き続き「住所変
　　更届」を提出する必要があります。
　○機構に届けられた現住所と住民票上の住所の表記が一部異なっている場合
　　平成23年9月末までに、年金事務所などに「住所変更届省略申出書」を提出する、又は「ねんき
　　んダイヤル」（☎0570－05－1165）に電話で申し出すれば、今後、「住所変更届」の提出を
　　不要とすることができます。
■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　　阿武町役場住民課　　　　　　☎０８３８８－２－０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

年金受給者の方にお知らせ
次の内容をお知らせするハガキが送付されていますのでご確認ください！

１．趣　旨　新体力テストやライフコーダーによ
　る運動習慣チェックで、自分の体力や生活習慣
　を知ることにより、健康づくり・体力づくりに
　つなげるとともに、参加者相互の親睦を図る。
２．対象者　阿武町在住者及び阿武町
　の職域に勤務の方
３．日程・会場・内容
ステージⅠ　８月２日（火）19:00～
　宇田ふれあい体育館・グラウンド
　持参物…屋外用と屋内用両方のシューズ、タオル
（１）新体力テスト
　成年コース（２０～６４歳）
　　①握力　②上体起こし　③長座体前屈
　　④反復横跳び　⑤急歩（希望者の方に実施）
　　⑥立ち幅跳び　※血圧測定
　高齢者コース（６５～７９歳）
　　①握力　②上体起こし　③長座体前屈
　　④開眼片足立ち　⑤１０ｍ障害物歩行
　　⑥６分間歩行（希望者の方に実施）※血圧測定
（２）ピジュアル・ピド・セラピー（足裏圧チェック）

（３）ライフコーダー（運動習慣記録機）の使用方法
　  説明・設定
８月２日（火）～８月２３日（火）【３週間】

ライフコーダーで運動習慣（歩数、運動量、消
費カロリーなど）を記録　※ライフコーダーは
８月２３日（火）～２４日（水）に、教育委員会または
役場民生課、各支所に提出してください。

ステージⅡ　８月３０日（火）19:00～
　宇田ふれあいセンター教養娯楽室
（１）ライフコーダーの結果について（解説、健康
　  アドバイス）
（２）新体力テストの結果について
（３）簡単運動講座
４．参加申込　教育委員会または役場民生課、各
　支所に①氏名　②性別　③年齢及び生年月日　
　④行政区⑤連絡先電話番号を明記の上、７月２６
　日（火）までにお申し込みください。
■問い合わせ先　阿武町教育委員会　☎２－０５０１
　　　　　　　　阿武町役場民生課　☎２－３１１３

年金のたより
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４月から阿武町においても太陽光発電システム設置補助金が開始されました。
この機会に導入を検討！という方の参考に、補助金を組み合わせた（例）を考えてみます。
これは１つの例であり、各家庭により費用等は異なりますが、自然エネルギーを利用した発電は、
環境にも優しく、ほとんどCO2を排出しません。ぜひ、これからのエコライフにご活用ください！

問い合わせ先　阿武町地球温暖化対策地域協議会  事務局　☎２－３１１３（民生課）

環境保健係
石田主事

阿武町に在住・在勤の若者集まれっ！！
　気軽に声をかけ合え、集まれる仲間つくってみ
ませんか？「何か面白いことがしたい！」「阿武町
一緒に盛り上げたい！」という方、一緒に楽しみ
ましょう☆
■日　時　７月３１日（日）午前８時３０分～午後４時
■行き先　清ヶ浜遠岳キャンプ場
■内　容　バーベキュー＆清ヶ浜清掃＆海遊び！
■会　費　１，０００円
■問い合わせ先　ＳＡＮＹ－ＡＢＵ事務局
　　　　　　　　役場民生課 石田　☎２－３１１３

（例）エコ太郎さん家の場合
　現　状：①電気代  平均15,000円／月　②平日昼間は仕事等で家に家族がいない　③一軒家
　条　件：①５ｋＷ設置（町内設置平均）　 ②設置単価62万円／ｋＷ　③修繕料等は含めず
　　　　　　　　　　　　　　設置費　６２万円／ｋＷ×５ｋＷ＝３１０万円
　　　　　　　　　　　　　　補助金　国（４８，０００円／ｋＷ）×５ｋＷ＝２４万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　町（３５，０００円／ｋＷ）×５ｋＷ＝１４万円（上限額）

　　　　　　　　　　　　　　太陽光発電により、家で使う電気をまかない、余剰分は売電します。
　　　　　　　　　　　　　　　１月あたり　電気代　約３，０００円の削減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売　電　約１２，６００円の収入

試算方法・発 電 量→平均月450kWh（年間約5,400kWh）
　　　　　　　　　　うち発電時間帯の使用…150kWh、余剰売電…300kWh　として計算
　　　　・電気代減→従量電灯Ａ料金×150kWh　・売電→単価４２円／kWh(H23.7.1現在)×300kwh
　　　　・年　　間→電気代減＋売電＝（3,000円＋12,600円）×１２ヶ月＝187,200円
　　　　・費用回収→(設置費－補助金)÷(電気代減＋売電)＝2,720,000円÷187,200円＝14.52…年

設置には、
どのくらい費用が
かかるの？？

どのくらい
お得になるの？？

かかるお金は、２７２万円（設置費－補助金）

年間約１８７，２００円

補助金計
３８万円

設置費用回収
約15年

　今年３月に発生した東日本大震災では、多くの
家屋が被害に遭い沢山の方が命を落とされまし
た。近年発生した阪神淡路大震災、新潟県中越地
震、能登半島地震、新潟中越沖地震でも、多くの
住宅が被害に遭い、かけがえのない生命、財産が
失われています。このため町では既存建物の地震
に対する安全性の向上を図り、地震に強いまちづ
くりを推進するため、木造住宅の耐震診断・耐震
改修を実施しようとする方に対して、費用の一部
を補助します。（対象：昭和56年5月31日以前に
着工された1戸建てで階数が3以下のもの）
■補助制度の概要　
  

■問い合わせ先　役場施設課　☎２－３１１２

木造住宅の耐震診断・
耐震改修の補助制度

木造住宅の耐震診断
費用の2/3以内
４万2000円

２万8000円
10戸

補助制度
補　　助　　率
耐震診断費用
補助対象限度額
補　　助　　額
補　助　戸　数

木造住宅の耐震改修
費用の2/3以内

90万円
60万円（限度額）

１戸



（外）平岡整形外科 新　川 ㉕7100
（内）中　坪　医　院 今魚店 ㉒5430
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）村田歯科医院 浜　崎 ㉒1729

（外）池本整形外科 玉江浦 ㉕7575
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）松隈歯科医院 土　原 ㉔2088

（外）め づ き 医 院 土　原 ㉒2248
（内）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（児）いわたにこどもクリニック 椿　東 ㉔2100
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）もんでん歯科医院 今古萩町 ㉒0016

（外）花　宮　医　院 平安古 ㉕8738
（内）全 眞 会 病 院 玉江浦 ㉒4106
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014
（歯）すえます歯科医院 椿　東 ㉑4525
※当番医の確認は役場または各支所へ
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休日当番医

お し ら せ

7月24日（日）

7月31日（日）

8月7日（日）

8月14日（日）

緊急の場合は１１９番

女
と
男
の
一
行
詩

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
の
　
夫
の
手
料
理
　
喜
ぶ
子
供
　
こ
っ
そ
り
下
味
つ
け
て
お
い
た
の

ひ
と

ひ
と

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
の
公
園

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
ユ
ニ
ー
ク
で
優
れ
た

　
ア
イ
デ
ア
を
求
め
ま
す
〜

県
警
音
楽
隊「
サ
マ
ー

　
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催

▼
と
き
　
７
月
29
日（
金
）　
午
後
６

　
時
30
分
〜
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
演
奏
曲
　
大
河
ド
ラ
マ
「
江
」
テ

　
ー
マ
、
ア
ニ
メ
、
懐
メ
ロ
な
ど

▼
入
場
料
　
無
料
（
入
場
整
理
券
が

　
必
要
）

▼
整
理
券
配
付
開
始
日

　
７
月
19
日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜

▼
整
理
券
配
付
場
所

　
警
察
本
部
、
萩
警
察
署
、
同
署
江

　
崎
幹
部
交
番
、
長
門
警
察
署
（
お

　
一
人
様
４
枚
ま
で
）

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　
山
口
県
警
察
本
部
、
萩
警
察
署
、

　
山
口
県
警
察
職
員
互
助
会

　
総
務
課
音
楽
隊
係

　
☎
０
８
３―

９
３
３―

０
１
１
０   

　
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
種
目

　
①
航
空
学
生

　
②
看
護
学
生

　
③
一
般
曹
候
補
生

　
④
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　
⑤
防
衛
大
学
校
学
生

　
⑥
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

▼
応
募
資
格

　
①
⑤
⑥
高
卒（
見
込
み
）21
歳
未
満

　
の
方

　
②
高
卒（
見
込
み
）24
歳
未
満
の
方

　
③
④
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
間

　
①
③
④
８
月
１
日（
月
）〜
９
月
９

　
日（
金
）

　
②
⑤
⑥
９
月
５
日（
月
）〜
30
日（
金
）

▼
１
次
試
験

　
①
９
月
23
日（
金
）

　
②
10
月
22
日（
土
）

　
③
９
月
17
日（
土
）

　
④
９
月
25
日（
日
）〜
28
日（
水
）

　
⑤
11
月
５
日（
土
）〜
６
日（
日
）

　
⑥
10
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

　
☎
０
８
３
８―
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２
４
０
９

①
海
上
保
安
大
学
校

　
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
者

②
海
上
保
安
学
校

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
者

▼
受
付
期
間

　
①
８
月
25
日（
木
）〜
９
月
６
日（
火
）

　
②
７
月
19
日（
火
）〜
８
月
２
日（
火
）

▼
第
１
次
試
験 

　
①
10
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

　
②
９
月
25
日（
日
）

▼
第
２
次
試
験 

　
①
12
月
16
日（
金
）

　
②
10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求
先

　
萩
海
上
保
安
署

　
☎
０
８
３
８―
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４
９
９
９

　
Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
の
南
側
と
郷
川
と
の

間
に
設
置
す
る
（
仮
称
）
阿
武
町
中

央
公
園
の
公
園
整
備
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象

　
町
内
の
中
学
生
及
び
小
学
校
５
・

　
６
年
生
（
自
由
参
加
）。

※

画
用
紙
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
付

　
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

平
成
23
年
度

　
　
　
　
自
衛
官
募
集

まちの笑顔(^o^)
宇
田
郷
ち
づ
る
の
パ
ン
工
房
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

公
園
整
備
の
ア
イ
デ
ア
と
公
園
を

利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
画
用
紙
１

枚
に
自
由
な
発
想
で
表
現
す
る
。

（
こ
れ
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
か
、

こ
ん
な
風
に
遊
び
た
い
み
た
い
な

こ
と
。
）
そ
の
ほ
か
タ
イ
ト
ル
と

ア
イ
デ
ア
の
説
明
文（
１
５
０
文

字
程
度
）

※

公
園
の
正
式
名
称
は
工
事
が
進

　
み
、
公
園
の
姿
が
見
え
た
時
点
で

　
改
め
て
一
般
公
募
。

▼
募
集
期
日
　
９
月
２
日（
金
）（
各

　
学
校
へ
提
出
）

▼
賞
品
　
最
優
秀
賞（
１
点
）　
図
書

　
カ
ー
ド
１
万
円
相
当
、
参
加
賞
と

　
し
て
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円

▼
担
当
部
署
及
び
送
付
先

　
役
場
総
務
課
企
画
広
報
係

　
担
当
　
藤
村
　
憲
司

　
☎
２―

３
１
１
１

（仮称）阿武町中央公園
予定地
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阿武町の人口と世帯数 （６月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,457（－ 5 ）

　723（－ 4 ）

　683（ 0 ）

3,863（－ 9 ）

1,078（ 0 ）

　319（－ 3 ）

　328（ 0 ）

1,725（－ 3 ）

転入　 4

転出　 6

出生　 1

死亡　 8

６月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

115
（106）
3
（2）

17
（18）
1
（1）

0
（0）
0
（0）

1
（1）

13
（17）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

こ
う
し
て
あ
な
た
と
並
ん
で
お
皿
洗
う
の
が
32
年
前
か
ら
の
夢
で
し
た
　
鼻
歌
が
出
ち
ゃ
う

ひ
と

ひ
と

　町の特産である福賀すいかを県内外に

ＰＲすることを目的に、福賀すいかまつ

りが開催されます。

　すいかの収穫体験、早食い競争、特売

などを開催します。ご家族そろっておこ

しください。

■日時　７月３０日（土）、３１日（日）

　　　　午前９時～午後３時

■場所　（農）福の里直売所

■内容　すいか収穫体験、早食い競争、

　　　　獲得ジャンケン大会、すいかの

　　　　特売、すいか料理の試食など

■主催　ＪＡあぶらんど萩福賀支所

　　　　福賀すいか部会

■共催　（農）福の里直売所

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定
7／21～8／19

7
月

8
月

●問い合わせ先
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報 7月11日現在

求人数 年 齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
1人

1人

不問

不問

時給700円
時給700円
～750円

レジ係
ウェイター・
ウェイトレス

サンマート奈古店
道の駅阿武町

（㈱あぶクリエイション）

7月分

21

22

23

24

25

27

28

29

30

31
2

3

4

5

8

9

10

11

12

14

15

17

19

木

金

土

日

月

水

木

金

土

日
火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

水

金

ひよこクラブ　9:45【みどり保育園】
奈古子ども会「座弾体験教室」10:00【大覚寺】
のびのび健診（幼児健診）(奈古・宇田郷）13:30【母子健康センター】
小学校水泳記録会【福賀】
福賀団体親睦グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
なご夏まつり　16:00【奈古】
なご夏まつり（日本海イカダ大会）9:00【奈古】
おいでませ！山口国体　阿武町採火式　9:00
スイカまつり　9:00【道の駅阿武町】
あぶフォト倶楽部月例会　19:00【町民センター講座室】
こどもわくわく体験交流会　10:00【町民センター】
おやじソフトボール大会　19:00【町民グラウンド】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園（本園・分園）】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
宇田ふれあいクラブ記念事業  ふれあいグラウンドリニュー
アルグラウンドゴルフ大会　9:00【宇田ふれあいグラウンド】
鳴き砂復活隊・清ヶ浜清掃ボランティア　9:00【清ヶ浜】
奈古寿齢大学８月講座　9:30【町民センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
盆踊り教室〈子どもの部〉10:00【町民センター】
福賀の保健室　9:00【のうそんセンター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
奈古婦人会役員会・支部長集会・盆踊りの練習　19:30【町民センター】
奈古の保健室　9:30【母子健康センター】
あぶさん遊友交流会　13:00【奈古】
健康教室「さくら会」　9:00【町民センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【町民センター】
すくすく相談（乳児相談）10:30【母子健康センター】
太極拳教室　14:00【町民センター】
阿武町福祉スポーツ大会打合会議　10:00【社会福祉協議会】
職域ソフトボール大会代表者会議　18:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷の保健室　9:30【ふれあいセンター】
デイケア「青空会」9:30【町民センター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
奈古地区自治会親睦ソフトボール大会　7:30【町民グラウンド他】
福ＢＯＮまつり　19:30【のうそんセンター】
宇田郷地区盆踊り大会　20:00【漁協広場（集荷場）】
宇田郷地区ふれあい球技大会　8:00【宇田ふれあいグラウンド・体育館】
奈古納涼盆踊り大会　20:00【道の駅阿武町】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会inあぶ町　6:00【宇田ふれあいグラウンド】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】　労働問題でお困りの方はありませんか？

賃金、労働時間、残業、雇用、セクハラ、パ
ワハラなど各種相談に応じます。
◆開設場所　労働政策課労働情報
　　　　　　相談センター（県庁８Ｆ）
◆電話番号　０８３－９３３－３２３２
◆相談員　社会保険労務士
◆相談料　無　料
◆相談日　月～土曜日
　　　　　午前９時～午後６時
◆メールアドレス
　roudou@pref.yamaguchi.lg.jp

労働ほっとラインのご利用を！！

７月３０日㈯・３１日㈰
農事組合法人　福の里直売所

７月３０日㈯・３１日㈰
農事組合法人　福の里直売所



俳
　
句

梅
雨
続
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畦
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伸
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今

捕
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光
か
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か
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入
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だ
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命
の
細
り
ゆ
く

万
緑
が
雨
の
一
村
じ
っ
と
抱
く

古
希
な
ど
は
と
う
に
過
ぎ
た
り
田
草
取

梅
雨
ご
も
り
小
物
作
り
に
余
念
な
く

黄
あ
じ
さ
い
無
人
駅
よ
り
嫁
ぎ
来
し

万
緑
や
わ
が
ゆ
り
か
ご
の
一
輌
車

健
康
と
云
う
宝
物
梅
漬
け
る

枇
杷
喰
ぶ
や
少
年
太
き
喉
佛

吊
橋
に
遙
か
思
春
期
郭
公
鳴
く

一
枚
に
夕
日
を
た
た
む
植
田
か
な

父
母
の
背
の
ち
ぢ
ん
で
見
え
し
更
衣

過
去
未
来
話
は
多
し
花
菖
蒲

晴
れ
た
か
に
見
え
し
つ
ゆ
空
動
き
出
す

農
継
ぐ
と
決
め
し
子
早
苗
の
深
み
ど
り

父
の
日
の
画
紙
一
っ
ぱ
い
の
髭
の
顔

さ
な
ぶ
り
の
宴
に
酔
い
し
日
も
あ
り
ぬ

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
）

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

水
津
　
英
水（
木
　
与
）

田
中
　
か
め（
西
の
３
）

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
）

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
）

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
）

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
）

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
）

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
）

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
）

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
）

中
村
　
良
江（
　
市
　
）

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
）

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
）

田
中
　
弥
生（
木
　
与
）

◆問い合わせ先　あぶフォト
　倶楽部事務局　役場総務課

　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

６月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬ののの 福賀ミネラル

スイカ（西瓜）

　夏といえば、なんといってもスイカ。子どもの頃、
ざくっと切ったスイカの果肉にかぶりつき味わった
みずみずしい甘さが口の中によみがえってきます。
　スイカの原産地は南アフリカ。なんと紀元前５０００
年頃から栽培が始まったそうです。
　栄養分も豊かで、ビタミンＡ、Ｂ、Ｃのほか、カル
シウム、カリウム、リン、鉄などのミネラルをバラ
ンスよく含んでおり、近年トマトなどで注目されて
いる活性酸素の抑制成分リコピンや、体内の老廃物
や有害物質を体外に出すための利尿作用があるシト
ルリンなども豊富です。
　福賀は標高３５０～４００mの準高冷地で、昼夜の寒暖
差が大きい気候を生かしたスイカ栽培で知られてい
ます。福賀のミネラルスイカは通常、１株に２～３
個果実を付けるところを１果取りにこだわり、形・
味・大きさを安定させています。また、施肥管理を
徹底するとともに、“ミネラル塩”を水にといて葉や
土に散布し化学農薬や化学肥料を削減しています。
　７月２３日と２４日は奈古の夏まつりです。２４日には
道の駅阿武町に福賀の生産者さんが集まってスイカ
まつりを開催いたします。
　この機会に、独特のシャリシャリ感が楽しめる福
賀スイカをお買い求めてはいかがでしょうか。
◆問い合わせ先
　道の駅阿武町物産直売所   ☎０８３８８－２－２８２８

タイトル「夏の匂い」
梅地幸穂（東方）
●コメント：郷川の
道、雨あがりの茜色
に染まった夕暮れ時、
薄明かりに浮かぶ黄
色の花に引かれて焦
点を当てました。蒸
し暑い空気と、蛙の
声を一緒に感じてい
ただければ有難いで
す。

　明治６年３月に開校した奈古小学校は、平成
２３年３月に閉校となり、４月には阿武小学校
が開校しました。これを期に、閉校・開校の記
念誌を作成することになりました。
　次のような写真や資料をお貸しください。
１．明治・大正・昭和・平成時代の奈古小の学
校生活を示すもの

２．校舎・校門などの建物を含んだ昔の様子を
示すもの

３．入学・卒業時のもの（集合写真を含む）
４．奈古地区の様子がうかがえるもの

　ご家庭のアルバムなどをご覧いただき、以上
のものがありましたら、お手数ですが阿武小学
校  教頭（☎２－２０３１）までご連絡いただける
と幸せます。どうぞよろしくお願いします。 

　明治６年３月に開校した奈古小学校は、平成
２３年３月に閉校となり、４月には阿武小学校
が開校しました。これを期に、閉校・開校の記
念誌を作成することになりました。
　次のような写真や資料をお貸しください。
１．明治・大正・昭和・平成時代の奈古小の学
校生活を示すもの

２．校舎・校門などの建物を含んだ昔の様子を
示すもの

３．入学・卒業時のもの（集合写真を含む）
４．奈古地区の様子がうかがえるもの

　ご家庭のアルバムなどをご覧いただき、以上
のものがありましたら、お手数ですが阿武小学
校  教頭（☎２－２０３１）までご連絡いただける
と幸せます。どうぞよろしくお願いします。 

道の駅「阿武町」
新谷宏志さん

奈古小学校の古い写真や
資料を探しています
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